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                                 第12号 

                             昭島市立昭和中学校  

                                  創立７７年目 

さらなる進化に向けて 
校長 長野 基  

３月 18日に第 77回卒業式を、感動的に終えることができました。卒業生 115名は、こ

れからの道に向かって、しっかり前を見つめていました。「歴代最高の学年」と胸を張っ

て巣立つ姿は、あまりにも輝かしい限りでした。卒業生の皆さん、ぜひ自分の夢を叶えて

ください。いつまでも応援しています。 

さて、令和５年度を終えるにあたって、保護者・地域の皆様に心よりお礼申し上げま

す。この１年間、昭和中学校の生徒は大変素直で、明るく伸び伸びと生活していました。

元気の良さ、屈託のない笑顔、時々すねる姿、ちょっとしたことから言い合いになったり

喧嘩したり、分からないことを真剣に分かろうと取り組む姿、授業中疲れてうつろになる

姿、どれも皆中学生らしい素直な表現です。令和６年度は、この素直な生徒の良さを引き

出し、一人一人を一段と大きく育てたいと思います。 

そこで、令和６年度の昭和中学校の学校教育目標は次のようになります。 

  

 

これまでの学校教育目標は、日本型学校教育の柱となっている「知・徳・体」を一体で

育むために設定していました。これは学校が学習指導と生活指導の主要な役割を担ってき

たためです。しかし、子供たちの多様化や基礎学力は着いても学習意欲は著しく低下、さ

らに情報の加速度的進展に関する対応の遅れなど、様々な課題が見えてきました。令和３

年度に「令和の日本型学校教育」が提唱され、そこには一人一人の子供が「自分のよさや

可能性を認識する」とともに、「いろいろな人と協働しながら様々な社会的変化を乗り越

え、持続可能な社会の創り手となる」ことができるように、資質、能力を育成することが

必要である。そのために学校は組織的、計画的に教育課程を編成する、と示されていま

す。すべての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な

学びと協働的な学びの実現が求められています。従来の

教え込み型の授業から、生徒が主体的に学ぶ授業へ転換

します。そして一人一人が自分の可能性に気付き、自分

の創造性を高めていくことを目標とします。 

保護者・地域の皆様、改めて子供たちの良さを認め、

可能性を広げていきましょう。本年度のご協力に感謝す

るとともに来年度もよろしくお願い申し上げます。 

 

＝＝通って良かった・通わせて良かった・明日が楽しみな学校＝＝ 

夢への挑戦  ～広げよう可能性 高めよう創造性～ 



４月の主な予定

８日（月） 始業式・入学式準備・職員会議

９日（火） 入学式・職員会議

１０日（水） 学年集会・教科書配布・写真撮影

１１日（木） 安全指導・新歓リハ

１２日（金） 給食始・新入生歓迎会・身体測定

１５日（月） 朝礼・本時間割開始・職員会議

１８日（木） 全国学力・学習状況調査（３年）

心電図（１年）

１９日（金） 専門委員会・中央委員会

２０日（土） 土曜授業・地区別集会・セーフティ教室

全校保護者会（含：部活保護者会）

２２日（月） 議案書討議・尿検査１次

２３日（火） 避難訓練・内科検診（２年）

２５日（木） 内科検診（１年）・尿検査１次予備

専門委員会

２６日（金） 中央委員会

３０日（月） 実力テスト（３年）

離任される先生より

小谷野 龍 先生（中野区立明和中学校へ）

結果より過程ではなく、結果にこだわった過程を大
事にしてください。本気で取り組む楽しさを知ってく
ださい。「勝負所で結果を出す」、「愛される人にな
る」素敵な昭和中生でいてください。ありがとうござ
いました。

作田 由起子 先生（国分寺市立第二中学校へ）

色々、お世話になりました。
4月からお互い新しい環境で新しい仲間との生活に

なります。期待と不安の狭間にいることと思います
が、「どこにいても、だれといてもあなたはあなた、
わたしはわたし」です。ブレない自分でいてくださ
い。

平 瑠美 先生（町田市立南成瀬中学校へ）

３年間大変お世話になりました。誰でもすれ違えば
挨拶をしてくれる、ハートフルな昭和中学校での日々
は楽しい思い出ばかりです。一人一人のご縁に感謝を
し、この経験を活かして次の学校でも頑張ります。健
康に気を付けて、これからも充実した学校生活を送っ
てください。有難うございました。

長野 基 校長先生 （退職→東京理科大学へ）

「楽しいから笑うんじゃない、笑うから楽しいんだ」
この言葉は、アメリカの心理学者ウイリアム・ジェー
ムス氏の名言です。いつも笑顔でいれば、嫌なことも
薄れていきます。どうせやるなら楽しくやらなきゃ損
ですよね。たった１年間でしたが、最高の１年間でし
た。昭和中の生徒・保護者の皆様、いつまでも明るく
楽しく過ごしてください。楽しい１年間をありがとう
ございました。素晴らしい昭和中に感謝、感謝！！

野﨑 直俊 先生（世田谷区立烏山中学校へ）

昭和中学校では、特別支援学級と通常級で六年間、
お世話になりました。好奇心が旺盛な子どもたちが多
く、私も楽しく授業をさせていただきました。ありが
とうございました。
私は「時は金なり」という言葉をいつも思います。

時間は誰にでも平等に流れています。お互いに「今」
という瞬間を大切にしていきましょう。

森田 倫子 先生 （拝島中学校副校長へ）

1年間、大変お世話になりました。昭和中学校に来
て、最初に感動したのは、「ハートフル昭和」という
言葉と、生徒の皆さんの笑顔でした。この１年間、一
教員として、皆さんの成長と幸せを願い勤務してまい
りましたが、これまでやってこられたのは、保護者の
皆様や生徒の皆さん、そして周りの方々のおかげだと
本当に感謝しています。これからも皆さんのことを応
援しています。本当にありがとうございました。

佐々木 潤 先生（福島中学校へ）

４年間ありがとうございました。「歴代最高の学年
」を目指して挑戦を続けてきました。在校生の皆さん
昭和中の先輩たちのよい伝統を引き継ぎつつ、新しい
ことに挑戦して、更に昭和中を発展させてください。
私も「世界平和」に向けて新しい挑戦を見つけていき
ます！
本当に大切なことを見つけて、素直な気持ちで挑戦

を続けてください。応援しています！

小関 美希 先生（式根島中学校へ）

昭和中学校の皆はとても優しくて元気に挨拶してく
れたのでとても嬉しかったです。家庭科で学んだ内容
を皆の生活に生かしていってほしいです。時間は有限
です。日々を大切に過ごしていってください。今まで
ありがとうございました。


	51781485-ac48-4b92-bf4b-7b0f5deea6d0.pdf
	スライド 1


